
ω
自
民
す
す
す

に

の

ま

ま

ま

ま

す

史

て

め

し

し

し

ま

E

し
定
に
に
に
す
し

と
と
を
こ
こ
こ
ま
に

同

属

e
U
U
U
し
こ

自

市

・
あ
あ
あ
巳

U

れ
す
毘
い
〈
勾
こ
あ

ま

ざ

市

よ

ゆ

ゼ

U
い

こ

め

に

み

U
S
あ
る

か

篭

こ

住

仰

匂

明

l
l

に

市

こ

で

か

田町田・

沼

釦

の

き

司

買
り

回国

E

a

n

NW
て

い

邸

宅

守

a
E
a

手
・
叉
め
ば
と
.
，
的
を

と
す
爾
こ

っ
さ
の
扇
り

川
で
"
を
い
隻
も
を
ま

.、，

網
民
圃
い
が
さ
と
化
を

-
守
-r

刊
市
図
願
い
笠
子
叉

.
，
.

、

の

・

の

お

い

俗
子
厄
へ
に
え
し
し
あ

ち
際
ち
自
の
た
に
愛
し

‘

，

た

段

た

E
5
2

同町
F

し
た
し
と
を
大
と
で

a'u、
〈

れ

〈

吉

腺
院
を

さ
勾

』
司

た
窓
た
も
と
と
人
る
ん

わ
く
わ
を
水
心
者
・
ゆ
み

ぐ

り

章憲sa毎秒三:
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-抱たのー
みん砲の市政

昨年l~月~B臼(水)に(仮称)湖北地区公民館が、今年の 1

月10日(木)には、布佐駅の橋上駅舎の起工式が行われまし

た。(仮称)湖北地区公民館は、社会教育基本計画に位置づ

けられている、公民館5館情想のうちの一つ。また、布佐

駅の僑よ駅舎は、公共施段を兼ね備えています。 ともに、

一日も早い完成が待たれます。

一
時
一

-
n
n
v

一

一
弘
久
一

-
玉
、
ι

-

一
午
一

一
ら
-

j
 

一4
u

一

一
時
一

-

『

f
-

一前…一

一
午
一

投
票
で
お
守
る
人

市
内
転
居
さ
れ
た
人
は

に
な
る
場
合
が
少
な
〈
あ
り
ま
せ

ん
.
よ
く
確
か
め
て
、
投
摂
用
紙

の
所
定
欄
に
ハ

y
キ
リ
と
記
入
し

ま
し
ょ
、
っ
.

平
成
2
年
ロ
月
間
日
日
ま
で
に
転

居
届
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地
で

の
投
巣
に
な
り
ま
す
が
、

M
日
以

降
に
転
居
届
を
し
た
人
は
、
前
住

所
地
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
・

不

在

者

投

票

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子

市
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
す
.

川
昭
和
刊
年
1
月
幻
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

ω平
成
2
年
川
月
ロ
日
ま
で
に
本

市
に
転
入
届
を
し
た
人
で
、
引
き

続
き
選
挙
期
日
ま
で
居
住
し
て
い

る
人ω公

職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い
人

投
票
日
当
日
に
、
自
分
の
投
票

区
内
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る

入
、
病
人
の
宥
随
、
や
む
を
得
な

い
用
事
等
で
市
外
に
旅
行
中
町
人
、

最
初
に
市
長
選
挙
向
投
挟
を
行
病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に
入
院

い
ま
す
e

投
票
用
紙
は
白
色
で
す
・
す
る
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

続
い
て
、
市
畿
会
蟻
只
捌
欠
選
挙
面
市
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
投
票
を
行
い
ま
す
・
投
採
用
紙

V
期
間

1
月
刊
日
(
土
)
ま
で

は
賞
色
で
す
.

V
時
間

午
前
B
時
初
分
か
ら
午

そ
れ
ぞ
れ
、
候
補
者
の
伺
人
名
後
5
時
ま
で

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

'
渇
所

市
民
会
館
前
選
挙
管
理

あ
な
た
の
大
切
な
一
誠
が
、
ち
委
貝
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
曹
三
下
図

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
無
効
投
票
参
照
)

投

票

の

順

序

社
会
教
育
疎

任
期
満
7
C伴
う
市
長
選
挙
と
そ
れ
と
同
時
に
行
わ
れ
る
市
強
会

機
貴
国
間
欠
選
挙
が
、

1
月
刊
日
日
に
告
示
さ
れ
、
初
日
(
日
)
に
没
頭
ガ

行
わ
れ
ま
す
。
市
政
を
庇
す
人
を
選
ぶ
犬
切
な
渇
挙
で
す
。
棄
血
市
せ

ず
に
、
必
ず
役
壊
し
ま
し
ょ
う
・

H
選
拳
管
理
霊
員
会
日

建
設
始
ま
る

"を".;‘.乎割.... 句~ "' R tit潟 E丸子..' 

布佐駅が

h
F
不
在
者
投
襲
所

'
持
参
す
る
も
の

認
印
と
校
間
前

所
整
理
券

投
票
所
整
理
券

投
諜
所
で
の
投
票
箆
型
上
発
行

し
て
い
る
も
の
で
す
.
万
一
紛
失

し
た
り
、
転
居
等
で
お
手
元
に
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
き
れ
て
い
れ
ば
投
奴
で

き
ま
す
の
で
‘
当
日
、
投
採
所
的

受
付
係
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
投
県
所
U
E
理
券
は
、
本

人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
他

人
が
使
用
す
る
と
倒
せ
ら
れ
ま
す
・

投
票
区
と

投
票
所
の
変
更

川
天
王
台

6
T自
の
全
地
械
が
、

第一
υ
…
孜
前
一
度
(
投
孫
一
附
は
我
弘
子

中
学
校
)
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
.

ω岡
山
戸
背
年
館
の
燦
止
に
伴
い
、

第
ロ
投
票
区
の
枚
目
前
所
は
台
国
背

年
館
(
台
回
3
何
時
的

U
)
に
、
師
同

幻
投
票
区
町
投
票
所
も
同
情
戸
保
育

園
か
ら
根
戸
近
情
セ
ン
タ
ー

(糠

戸
5
7
3
の
5
)
に
変
わ
り
ま
し

た
.
投
燕
所
整
理
券
円
前
世
商
に
投

票
所
の
略
図
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
お
で

か
け
〈
だ
さ
い
.

市民体育館は

全面休館します
l月初日{日J.選挙金持となる市民

体育館は、終日全面休館(野E車場、テ

ニスコート含む}します.

成
田
線
布
佐
駅
周
辺
は
.
利
用
者
は
、
自
由
通
路
町
階
段
を

昭
和
印
年
代
に
宅
地
開
発
昇
り
、
改
札
を
通
っ
て
直
接
ホ
ー

が
進
み
、
駅
利
用
者
も
唱
ム
に
降
リ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

和
日
年
に
一
日
平
崎
3
ー

に
な
り
、
便
利
に
な
り
ま
す
・

1
1
人
だ

っ
た
も
の
が
、
ま
た
、

駅
舎
と
合
わ
せ
て
、

市

ω年
後
の
回
年
に
は
、
7

の
公
共
施
般
{
布
佐
支
所
内
移
設

1
4
5
人
と
2
倍
以
上
向
と
会
蛾
室
内
設
置
)
を
併
設
す
る

仰
ぴ
を
示
し
て
い
ま
す
.
ほ
か
‘
自
由
通
路
に
惣
い
の
ス
ポ

こ
の
た
め
、
駅
舎
町
並

γ
ト
を
役
置
す
る
な
ど
、
ふ
れ
あ

併
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
機

し

「

可

能

を

娘

ね

例

え

た

も

の

に

な

り

ま

市
で
は
.
米
日
本
旅
客
す
・

鉄
道
株
式
会
社
な
ど
関
係
工
事
は
‘
今
月
か
ら
猪
手
し
.

機
関
と
協
議
を
議
ね
た
結
平
成
5
年
4
月
に
完
成
の
予
定
で

川
市
、
布
佐
駅
が
近
代
的

な

す

.
工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
み

備
上
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
な
さ
ま
に
は
、
駅
前
広
場
内
規
制

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
・
や
仮
駅
舎
か
ら
町
駅
利
用
な
ど
.

橋
上
駅
合
は
、
現
在
的
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

自
由
通
路
と
一
体
と
な
っ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
怨
股
さ
れ
ま
す
.
駅
の

V
問
い
合
わ
せ
企
画
県

橋上駅舎に

立す反女十9色用米軍機イ史の基 j也下総373 

(
仮
称
)
湖
北
地
区
公
民
を
備
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
・

館
は
、
湖
北
支
所
内
南
側
こ
の
ほ
か
、
l
階
に
は
水
屋
付

に
1
月
8
日
か
ら
雄
股
が
き
の
和
室
.
工
業
や
工
作
が
で
き

始
ま
り
ま
し
た
.
規
模
は
、
る
学
習
室
や
調
理
室
な
ど
、

2
階

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
は
、
体
操
や
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ

地
上
2
階
建
て
、
延
床
面
エ

l
シ
ョ

ン
活
動
が
で
き
る
ふ
れ

械
は
約
2
0
0
0
平
方

μ・
あ
い
ル

i
ム、

2
つ
の
学
部
室
な

湖
北
地
区
は
、
古
戸
里
ど
が
盤
側
き
れ
ま
す
.

か
く
ら
等
古
く
か
ら
の
伝
ま
た
、
エ
レ

N
I
P
-
や
ス
ロ

統
芸
能
が
継
泳
さ
れ
て
い

l
プ
等
も
整
備
さ
れ
、
体
的
不
自

ま
す
.
こ
の
公
民
館
は
、
自
な
人
に
も
利
用
し
や
す
い
施
設

こ
れ
ら
の
文
化
を
保
存
し
と
な
り
ま
す
・

な
が
ら
、
広
〈
文
化
活
動
完
成
は
、
平
成
4
年
3
月
向
子

に
対
応
で
き
る
よ
う
、

2

定
で
す
.

5
0
席
固
定
田
川
町
ホ
ー
ル

V
問
い
合
わ
せ
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ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

③
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
居
し

控
除
を
受
け
る
年
内
ロ
月
紅
白
ま

で
引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ

と③
そ
の
年
内
合
計
所
得
金
額
が
、

3
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
倫
入
金
等
の
返
済
期
間
が
m
年

以
上
で
あ
る
こ
と

⑥
限
渡
所
得
に
つ
い
て
銀
税
的
特

例
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

(
際
税
の
特
例
に
つ
い
て
は
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

①
中
古
住
宅
の
取
得
に
つ
い
て
は

取
得
の
日
以
前
叩
年
以
内

(耐
火

強
築
物
的
渇
合
は
お
年
以
内
)
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

⑧
地
・
改
築
等
の
場
合
は
工
市
中
に

要
し
た
賞
用
的
傾
が
1
0
0
万
円

を
超
え
る
こ
と
(
平
成
元
年
分
ま

で
は
2
0
0
万
円
)

出
昭
和
白
年
同
月
抗
日
以
前
に
入

居
し
た
人
は
適
用
の
要
件
、
計
算

方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
税
務
署

に
ご
相
談
下
さ
い
よ
楠
・
故
築
等

に
つ
い
て
は
臼
年
に
入
居
し
た
人

か
ら
認
め
ら
れ
ま
す
.
)

蝿
鮮
細
は
、
税
務
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
.
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同
神
妙
お
単
自
に

……

署
で
受
け
付
け
中

昨
年
U
月
、
市
長
か
ら
行
政
運
る
川
手
賀
沼
関
連
事
業

ω近
隣

営
的
基
本
と
な
る
第
二
次
基
本
計
セ
ン

P
ー
の
挫
訟
を
柱
と
し
た

画
(
案
)
向
精
問
を
受
け
審
議
を
統
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
的
推
進

ω

け
て
き
た
総
合
計
画
審
議
会
(
鈴
国
際
交
流
の
推
進

ω高
齢
化
社

木
鼻
会
長
)
は
、
1
月
ゆ
日
(
木
)
、
会
に
対
応
す
る
福
祉
施
策
的
充

お
お
む
ね
俗
間
町
内
容
の
と
お
り
、

央

ω幼
児
期
か
ら
を
年
期
に
わ
た

答

申

し

ま

し

た

.

っ

て

内

生

涯

学

習

の

推
進
附
情

な
お
付
帯
意
見
と
し
て
、
市
内
報
公
開
制
皮
肉
硲
立
川
我
純
子

情
報
を
体
系
的
に
提
供
す
る
し
〈

駅
貨
物
線
跡
地
を
中
心
と
し
た

み
を
早
急
に
砲
立
す
る
ニ
と
、
よ
復
合
組
設
の
強
設
な
ど
7
項
目

り
実
行
性
向
あ
る
も
の
に
す
る
こ
の
盤
点
事
業
に
つ
い
て
、
今
後

と
等
が
出
き
れ
ま

し

た

・

8

年

間
に
わ
た
り
計
画
的
に
爽

市
で
は
‘
市
民
生
活
に
直
結
す
行
し
て
い
き
ま
す
。

総合計画審議会が

まJEZ去を答申

で
す
.

V
叡
当
す
る
医
療
費

向
医
師
や
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た

鮎砕
機
償
、
治
療
蝿
H

'
市
療
や
診
療
の
た
め
必
要
な
医

薬
品
な
ど
の
鱗
入
賞

骨病
院
や
診
療
所
、
助
産
所
へ
収

容
さ
れ
る
た
め
の
賞
用

-
あ
ん
ま
・

7
y
サ
l
ジ
・
指
圧

附
は
り
附
き
ゅ
う
師

・
柔
道

前
日
復
師
に
よ
る
治
燥
を
受
け
る
た

め
に
支
払
っ
た
施
術
賞

命
保
健
婦
や
宥
殴
婦
、
渦
中
宥
餓
岨
剛

な
ど
に
支
払
っ
た
操
協
宜
上
の
世
活

的
資
周

助
底
的
に
対
し
て
支
払
っ
た
分

娩
の
介
助
料

医
療
機
関
町
医
師
よ
り

「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け

た
後
に
支
払
っ
た
お
む
つ
の
購
入

賞
医
療
機
関
の
医
師
よ
り

「
ス
ト

マ
用
装
具
使
用
証
明
曾
」
の
発
行

を
受
け
た
者
向
ス
ト
マ
用
装
具
的

協
入
賞

V
医
療
費
控
除
額
の
計
算
方
法

支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
差
し
引

き
、
さ
ら
に
m
万
同
ま
た
は
所
得

金
額
の
5
%
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額
を
差
し
引
い
た
額

住
宅
取
得
等
特
別
控
除

住
宅
ロ

l
ン
等
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
取
制
押
し
た
り
、
地
改

築
等
を
し
た
と
き
は
、
一
定
的
要

件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
居
住
し
た

年
か
ら
6
年
間
、
住
宅
取
得
等
特

別
位
除
が
受
け
ら
れ
所
得
税
が
鮭

滅
さ
れ
ま
す
。

V
適
用
要
件

①
自
分
が
居
住
す
る
た
め
の
家
屋

で
あ
る
こ
と

@
家
屋
内
床
面
積
が
的
平
方
メ
1

柏
税
務
署
で
は
、
す
で
に
還
付
申
告
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
給
与
所
得
者
の
方
で
、
昨
年
中
に
マ
イ
ホ
1
む
を
取
得
し

た
り
、
多
額
の
医
僚
寅
を
支
払
っ
た
極
合
は
、
週
旬
申
告
に
よ
り

所
得
税
ガ
戻
り
ま
す
。
怠
る
べ
く
混
縫
す
る
確
定
申
告
期
間

(
2

月
刊
山
白
か
ら

3
月
刊
日
日
)
を
さ
け
て
遭
伺
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
.

ー
問
い
合
わ
せ

，
伯
税
務
署
宮
(
M
刊
)
2
3
2
1
1

給
与
所
得
者
で
次
の
①
か
ら
⑦

に
該
当
し
、
源
出
航
徴
収
税
額
が
過

納
と
な
勺
た
場
合
は
還
付
申
告
に

よ
り
所
得
税
が
戻
り
ま
す
.

①
年
町
中
途
で
迅
純
し
、
年
末
淵

訟
を
受
け
ず
、
そ
の
後
そ
の
年
中

に
他
的
所
得
が
な
い
場
合
③
一

定
額
以
上
的
医
療
貨
を
支
払
っ
た

場
合
③
配
当
所
得
(
分
離
謀
税

を
除
く
)
が
あ
る
場
合
⑥
災
岳
、

盗
難
な
ど
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に

銅
山
沓
を
受
け
た
場
合

⑤

特
定
寄

付
金
の
あ
る
場
合
⑥
一
定
的
要

件
を
備
え
た
「
居
住
用
の
家
屋
」を

取
得
し
た
場
合
⑦
給
与
所
得
倍

除
額
を
超
え
る
二
定
的
要
件
を

備
え
た
特
定
支
出
」
が
あ
る
場
合

医
療
費
控
除

納
税
者
自
身
ま
た
は
そ
の
納
税

者
と
生
計
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
る

配
偶
者
そ
の
他
的
観
桜
が
、
病
気

な
ど
に
か
か
っ
て
医
療
貨
を
支
払

っ
た
と
き
は
‘
一
定
的
要
件
の
も

と
に
医
療
費
控
除
(
所
得
控
除
)

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

『支

払
っ
た
医
療
費
」
と
は
、
申
告
す

る
年
分
に
支
払
っ
た
医
療
費
を
い

い
ま
す
・
申
告
す
る
場
合
は
、
領

収
併
の
健
一
事
ま
た
は
添
付
が
必
要

駅
北
口
土
地
区
画
盤
理
事
業
は
、
も
に
繰
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、

今
年
度
基
本
事
業
資
3
惚
4
0
0
市
民
的
織
の
艶
仰
を
巡
め
ま
す
.

。
万
円
で
、
駅
前
広
場
、
都
市
間

回
遊
山
町
内
用
地
確
保
を
依
血
点
目

慌
に
、
雄
物
移
転
交
渉
と
造
成
工

事
を
策
略
し
か
し
‘
残
り
少
な

い
池
物
移
転
は
課
題
も
歩
く
・
交

渉
も
維
航
し
て
い
ま
す
が
、
早
期

移
転
に
向
け
一
層
努
力
し
ま
す
.

な
お
、
建
物
移
転
車
は
U
月
末

現
在
、
的
%
と
な
っ
て
い
ま
す
.

都

市

排

水

事

業

北
部
地
区
雨
水
排
水
対
拙
刑
事
業

は
昭
和
問
年
よ
り
ぬ
か
年
計
図
で

惟
進
し
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
的

進
捗
市
中
は
感
柴
崎H
で
臼
%
で
す
.

金
谷
排
水
機
坊
は
、
内
水
排
除

を
目
的
に
来
年
度
機
械
設
備
工
事

を
施
工
す
る
こ
と
よ
り
、
ほ
ぽ
完

成
し
ま
す
.
っ
く
し
野
川
上
流
飼

鐙
地
築
地
工
事
は
4
年
度
完
成
を

目
標
に
.
ま
た
、
久
寺
家
排
水
路

改
修
工
事
も
約
I

8
0
m
を
俄
す

と
こ
ろ
と
な
り
、
ニ
れ
ら
北
部
下

流
地
区
町
艶
仰
は
近
年
中
に
完
成

す
る
見
通
し
で
す
.

ま
た
、
今
後
も
、
天
王
台
幹
線

地
域
内
並
木
、
内
用
地
区
等
円
盤
仰

を
進
め
る
と
と
も
に
、
布
佐
地
区

等
内
地
域
も
早
期
に
盤
側
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

一一、=(j).' ~5 

斜
面
緑
地
の
保
全

市
内
の
緑
町
骨
格
と
な
っ
て
い

る
糾
而
林
は
、
市
域
内
削
聞
か
ら
端

ま
で
巡
但
し
て
「
み
ど
り
の
墜
」
を

形
作
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
価

怖
が
あ
り
、
食
冊
品
な
線
的
資
源
・

こ
の
斜
面
緑
地
内
具
体
的
な
保

全
と
し
て
、
平
成
2
年
度
よ
り

「
我
孫
子
市
緑
地
等
の
保
全
及
び

織
化
的
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い
る
保
存
緑

地
に
対
し
、
固
定
資
産
税
及
U
都

市
計
画
税
円
減
免
を
行
う
べ
〈
、

現
在
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
存
締
地
指
定
さ
れ
て
い

る
級
池
町
中
か
ら
所
有
者
向
ご
協

力
に
よ
り
岡
発
戸
地
先
に
市
民
内

線

ml号
を
開
設
し
ま
し
た
・

今
後
、
斜
面
緑
地
内
保
全
の
た

め
、
固
定
資
産
税
の
減
免
や
緑
地

指
定
の
拡
大
を
図
り
、
市
民
と
と

平
成
Z
年
第
4
国
市
機
会
定
例
会
が
ほ
月
4
日
か
ら
同
日
間
の

会
期
で
開
催
.
冒
頭
、
市
長
が
問
項
目
の

一
般
報
告
を
行
い
ま
し

た
.
今
回
は
、
既
に
お
知
ら
せ
し
た
第
二
次
基
本
計
画
(
案
)
と
宙
開

l
面
に
拘
載
の
布
佐
駅
の
橋
上
化
を
除
く
8
項
目
の
市
政
一
日
間
報

告
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
・
ま
た
、
抽
間
集
は
ゆ
岨帽築抽
提
出
さ
れ

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
.
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
元
年
度
決

算
案
件
b
認
定
さ
れ
ま
し
た
.
な
お
、

検
長
に
埠
川
武
彦
随
員
、

副
議
長
に
初
見
良
文
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
.
 

.
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民

『
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川

彦
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t
L
 

4
園

舎

4圃
圃
隅

き
、
基
本
計
画
を
策
定
し
積
極
的

に
事
撲
の
推
進
を
図
っ
て
い
極
ま

す
.

に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
.

面6l1Sl定制曾縫@)~
新議長に津川氏、副議長に初見氏

北
柏
駅
周
辺
の
国
鉄

清
算
事
業
団
用
地

北
柏
駅
周
辺
に
、
貨
物
級
い
の

廃
止
に
よ
り
、
柏
市
及
び
本
市
に

ま
た
が
っ
て
U
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国

鉄
清
算
事
業
団
用
地
が
あ
り
ま
す
.

こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
数
回
に

わ
た
り
北
柏
駅
北
口
土
地
利
用
計

画
策
定
網
査
袋
貝
会
が
開
催
さ
れ
、

柏
市
分
川

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
周
辺
を
含
め
た
一
体
的
な
箆

備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
土
地

区
画
整
理
事
業
で
、
本
市
分
川
ヘ

ク
タ
ー
ル
は
地
形
が
細
長
〈
、
土

地
区
画
強
理
事
業
に
は
な
じ
ま
な

い
た
め
、
必
要
に
応
じ
適
切
な
事

業
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま

水
回
農
業確

立

対

策

ゴ
ミ
の
減
量
化
と

資
源
の
再
利
用

近
年
紙
ゴ
ミ
の
量
が
急
増
し
、

本
年
皮
転
作
目
棟
面
積
1
8

5

ヘ
ク
タ
ー
ル
(
転
作
率
お

・
m
%
)

を
途
成
す
べ
く
、
年
度
当
初
か
ら

水
困
農
業
確
立
対
策
推
進
貝
協
後

会
を
中
心
に
努
力
し
て
ま
い
っ
た

結
果
、
本
年
皮
肉
転
作
個
人
途
成

補
助
金
の
引
き
上
げ
効
果
と
相
ま

っ
て
、
転
作
実
施
面
積
は
1
9
2

・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
目
標

面
積
に
対
し
、
1
0
3
・
8
%
の

高
率
で
3
年
迎
統
し
て
自
械
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
良
家
の
皆
織
に

闘
鴎
己
砲
靭
白

平成 2年第 4回

中

学

校

給

食

ふ
る
さ
と
手
賀
沼

ふ
れ
あ
い
計
画

本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
噂
業
、

n
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
々
は
、
基
本
締
想
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
.

今
後
は
こ
の
基
本
桝
似
に
基
づ

本
年
5
月
か
ら
進
め
て
き
ま
し

た
中
学
校
給
食
地
位
等
基
本
側
査

に
基
づ
く
報
告
惜
刊
の
提
出
を
U
月

末
に
受
け
ま
し
た
.

教
育
行
政
の
総
合
的
な
推
進
と

と
も
に
、
早
期
実
現
に
向
け
て
努

力
し
ま
す
。

1m瞳長
初見良文民

第797号
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今
年
内
市
内
成
人
は
2
4
0
4‘

人
(
男
1
2
9
7
人
、
女
1
1
0

7
人
可
我
孫
子
市
が
市
制
略
行
と

な
っ
た
昭
和
拍
年
度
に
生
ま
れ
た

人
た
ち
が
、
市
町
成
長
と
と
も
に

成
人
と
な
っ
た
。

「
成
人
式
を
迎
え
た
と

い
っ
て
も
、

ま
だ
学
生
で
す
か
ら
・
社
会
人
と

し
て
の
義
務
は
何
も
来
た
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
成
人
に
な
っ
た
と

い
う
実
感
は
な
い
で
す
ね
」

式
場
で
は
.
1
0
0
0
入
以
上

も
の
米
抗
や
成
人
的
問
で
、
成
人

代
表
と
し
て
の
謝
辞
を
述
べ
た
.

「
中
学
的
時
に
生
徒
会
の
役
貝
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
勢
の
人
的
前
で
話
を
し
た
の
で
、

そ
の
頃
に
も
ど
っ
た
よ
う
な
気
が

今
回
は
賞
味
期
間
(
銅
版
)
に
つ
な
る
か
ら
で
す
・
ま
た
、
同
じ
食

い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
賞
味
品
で
も
腿
造
業
者
に
よ
っ
て
原
材

期
間
と
は
、
そ
の
食
品
の
色
、
香
料
や
慰
法
、
包
義
資
材
向
性
質
な

り
、
味
な
ど
製
造
業
者
が
消
賞
者
ど
が
異
な
り
ま
す
.
そ
こ
で
、
製

に
徒
供
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
品
造
業
者
が
自
社
民
品
の
賞
味
期
間

質
が
保
た
れ
て
い
る
期
間
。
食
べ

を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
れ
な
く
な
る
ま
で
の
期
間
を
表
ら
、

賞
味
期
間
は
製
造
業
者
が
定

わ
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
め
、
表
示
す
る
ζ

と
が
適
当
と
き

賞
味
期
間
は
‘
通
常
、
日
ま
た
れ
て
い
ま
す
，

は
月
の
単
位
で
表
示
さ
れ
、
同
時
賞
味
期
間
的
表
示
は
、
公
的
去

に
創
造
年
月
日
と
保
存
方
法
も
表
示
制
度
や
業
界
自
主
基
地
な
ど
に

示
さ
れ
ま
す
。
食
品
の
品
質
は
刻
よ
り
類
似
の
用
語
(
品
質
保
持
期

々
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
閥
、
品
質
保
柾
棟
悌
期
間
な
ど
)

の
述
度
は
保
存
方
法
に
よ
っ
て
興
が
多
く
の
商
品
に
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

J

A
S
規
格
の
品
質
表
示

基
準
に
お
け
る
賞
味
期
間
(
期
限
)

の
表
示
は
、
昭
和
日
年
、
即
席
め

ん
鰍
に
表
示
さ
れ
た
の
が
初
め
で

す
。
長
期
保
存
に
適
さ
な
い
も
の

を
中
心
に
初
品
目
(
平
成
2
年
5

月
現
在
)
に
表
示
き
れ
て
い
ま
す
・

品
目
に
よ
っ
て
「
3
か
月
以
内
」
、

「
6
か
月
以
内
」
の
も
の
に
製
造
業

者
が
認
め
る
期
間
を
表
示
し
、
そ

れ
以
よ
で
賞
味
可
能
な
場
合
は
表

償却資産の申告

示
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
賞
味
期
限
は
「
M
H

か
月

を
限
度
」
に
表
示
さ
れ
ま
す

a

賞
味
期
間
は
、
買
う
時
、
食
べ

る
時
的
目
安
で
す
。
製
造
年
月
日

の
新
し
い
も
の
を
選
び
、
保
存
方

法
等
に
注
意
し
て
、
お
い
し
さ
の

保
証
さ
れ
た
期
間
内
に
食
べ
ま
し

ょ

う

.

(

市

民

生

活

課

)

つ
め
q
l
z
bヴ
ポ
イ
ふ
ト

し
ま
し
た
」
と
飴
す
。

中
学
時
代
は
陸
上
向
短
距
離
、

高
校
時
代
は
弓
道
と
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
た
が
、
大
学
に
入

っ
て
か

ら
は
一
転
し
て
茶
道
部
に
入
部
。

「
体
を
動
か
す
、
』
と
も
好
き
な
ん

で
す
が
、
前
か
ら
茶
道
は
や
っ
て

「
成
人
式
は
、
人
生
の
一
つ

の
タ

l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り

と
、
自
分
の
気
持
ち
の
中
で
何

か
が
変
化
し
て
い
〈
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今
は
、
大
学
内
勉

強
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
将
来
の

こ
と
を
具
体
的
に
考
え
て

い
る

:

ん

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
形

レ

ほ

戸

状

記

憶

合

金

や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

比

わ

出

聞

な

ど

の

新

し

い

材

料

の

開

発

に

倒

訓

携

わ
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
』

人

た

側

主
現
在
は
東
北
大
学
工
学
部
で

一

ぷ

町

田

町

伶

金
属
材
料
に
つ
い
て
め
勉
強
で

式
を

E
a

い
そ
が
し
い
。

人

辞

・

モ
γ
ト
1

1
「暫
ニ
自
庁
こ

成
謝
士
・
晶
司

4

1

1
3

1
f
l

k
e
き
び
し
く
何
に
で
も
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
こ
と
・

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
」
と

何
に
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
制
抑
が
は

た
ら
く
・
今
囲
内
成
人
代
表
の
箔

が
あ
っ
た
時
も
、
母
親
町
千
鶴
子

さ
ん
は

「大
役
な
の
で
お
断
り
す

る
と
思
っ
た
ん
で
す
が
本
人
が
や

る
と
い
う
の
で
」
と
話
す
ほ
ど
.

申告期限は 1月31日まで

償
却
資
底
的
所
有
者
は
.
平
成

3
年
1
月
1
日
現
在
‘
市
内
に
所

在
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
申
告

し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い

ま
す
の
で
、

1
月
訂
日
(
木
)
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
し
な
か
っ
た
り
、
正
当
な
理
由

な
く
し
て
鹿
偽
内
申
告
を
し
た
場

合
は
、
地
方
税
法
や
市
税
条
例
に

よ
り
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
.

償
却
資
産
と
は
‘
土
地
お
よ
び

家
島
以
外
何
事
裁
の
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減

価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
曲
目

が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法

的
規
定
に
よ
る
跡
得
の
計
算
上

回
明
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算

入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

平
成
2
年
度
に
申
告
さ
れ
た

方
に
は
、
申
告
書
を
ロ
月
中
旬

に
送
付
し
ま
し
た
が
、
平
成
2

年
度
中
に
新
た
に
事
業
を
始
め

ら
れ
た
方
は
市
役
所
疎
税
課
家

屋
調
査
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ
課
税
課
家
屋

拘
旋
係
包
(目白

)
1
1
1
1
内
線

3
3
6
・
3
3
7

市
民
図
書
館

易
自
実
母
自

a
a

ー
宮
川
ひ
ろ
氏
を
囲
ん
で

1

「先
生
の
つ
、
ヲ
し
ん
ぼ
」
や
「
る
書
い
て
い
る
作
家
町
宮
川
ひ
ろ
氏

す
ば
ん
先
生
」
な
ど
‘

小
学
校
を
(
写
真
左
)
が
、
現
代
子
供
論
を
鵠

舞
台
に
子
供
た
ち
と
先
生
や
両
印
刷
、
成
し
ま
す
。

兄
弟
を
め
ぐ

っ
て
織

り

広

げ

ら

れ

ふ

る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
.

る
ユ

l
モ
ラ
λ
で
温
か
い
お
話
を
曹
日
時

1
月
初
日
(
土
)
午
後
1

時
却
分
か
ら
3
時
却
分

V
会

場

市

民
会
館
大
会
総
室

V
定
員

1
0
0
名
(
入
場
無
料
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市

民
図
書
館
本
館
-
分
館
町
カ
ウ
ン

タ
ー
で
申
し
込
む
か
、
包
括
で
市

民
図
書
館
宮
(
剖
)
1
1
l
o
へ。

‘
，
鍬
入
れ
告
す
る
小
池
理
事
畳

新本駅南側土地区画
整理事業が起工

越種証
一
昨
年
内
広
報

ω月
1
日
号

で
計
画
的
慨
要
を
お
知
ら
せ
し

た
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
経
理

事
撲
の
起
工
式
が
、
昨
年
ロ
月

初
日
(
木
)
、
新
木
少
年
野
球
場

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
.

こ
の
区
蘭
鍛
理
事
業
は
、
新

木
駅
南
側
に
隣
悼
惜
す
る
約
日

6
hu
が
対
象
で
‘
組
合
施
行
と

し
て
は
市
内
技
大
。
事
業
完

7

予
定
は
平
成
6
年
度
。
区
山
地
内

置

に
は
公
聞
や
公
共
施
役
も
盤
側

-

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

十
一
月
に
つ
く
し
野
町
湿
地
帯

を
訪
れ
る
と
.
ス
ス
キ
の
よ
う
な

犯
を
風
に
な
び
か
せ
な
が
ら
、
オ

キ
の
群
れ
が
一
而
に
広
が
っ
て
い

た

方
ギ
は
ス
λ
キ
に
よ
く
似
て
い

る
が
ス

ス
キ
と
違
う
所
は
、
ス
ス

キ
が
大
き
な
株
を
つ
〈
り
、
続
元

に
識
を
い

つ
ま
で
も
付
け
て
い
る

の
に
対
し
‘
オ
ギ
は
茎
が
一
本
一

オ'苧
(いね科)

2月 15日幽-28日 附

本
独
立
し
て
生
え
、
版
元
町
識

が
落
ち
て
、
竹
内
よ
う
な
節
が

現
わ
れ
る
白

で
あ
る
。

ま
た
、
オ
ギ
は
ス
ス
キ
に
比

較
し
て
穂
が
大
き
く、

穂
が
密

で
あ
る
と
い
う
迎
い
も
あ
る
。

大
正
時
代
に
野
口
一
間
怖
が
作

詞
し
、
中
山
晋
平
が
作
曲
し
て

略
行
し
た
「
給
一山
小
唄
」
町
一
節

に
「
俺
は
河
原
の
枯
れ
ス
ス
キ
」

と
い
う
部
分
が
あ
る
・

実
は
河
原
に
生
え
て
い
る
の

は
ス
ス
キ
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
、
}
的
介
ギ
で
あ
る。

花
開
州
は
九
1
十
月
て
一
つ
一

つ
の
花
は
目
立
た
な
い
が
.
鍬

白
色
町
副
部
が
風
に
波
打
つ
光
景

は
ス
λ
キ
と
共
に
秋
の
わ
び
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

* 

市
内
縦
断
駅
伝
大
会
結
果

昨
年
ロ
月
2
日
(
日
)
、
市
制
初

周
年
を
記
念
し
て
市
内
縦
断
駅
伝

大
会
を
即
時
手
穴
泊
公
聞
か
ら

布
佐
高
校
ま
で
の
コ
ー
ス
で
、
花

チ
l
ム
(
男
引
‘
女
日
)
が
出
場
し

健
脚
を
腕
い
A
ロ
い
ま
し
た
。

部
門
別
内
結
川
市
は
次
の
と
お
り

で
す
.

@
一

敏
男
子
優
勝
T
M
S
W
Y

(
日
分
8
秒
)
2
位
N
E
C
あ
び
苧
」

走
ろ
う
会
(
日
分
日
紗
)
3
位
一階上

自
衛
隊
下
総
一
日
分
幻
秒
)

@
一
般
女
子
優
勝
2
0
1
M
5

Q
W
A
V
E
(
1
時
間
同
秒

)
2
位

我
孫
子
走
友
会

(
1
時
間
3
分
1

秒
}
3
位
取
手
ジ
ョ
ギ
ン
グ

(
1

時
間
6
分
判
村
)

@
高
校
男
子

優
勝
布
佐
高
校
A

(一
四
分
お
秒

)
2
位
我
孫
子
向

校
(
町
四
分
団
杉
)
3
位
布
佐
尚

枚
目
(
』
時
間
1
分
印
抄
)

。
高
続
女
子
優
勝
布
佐
高

校
(
1
時
間
同
抄
)

@
中
学
男
子
優
勝
白
山
中

A
(
臼
分
却
秒
)
2
位
制
化
中

A
{
臼
分
間
紗

)
3位
大
浦
ケ

丘
中
A
(
日
分
お
秒
)

@
中
学
女
手
優
勝
湖
北
中

(
引
分
初
抄

)
2
位
以
木
内
中

(
臼
分
刊
件
)
3
位
白
山
中

(
割
分
幻
秒
}

375 
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平成3年 1月T日現在人口121.159人(+944人〉

(対前年比) 男60.837人女60.322人
*世帯獄39.001世帯手(+950世待)

.市役所本庁 85-1111
・つくし野安所 84ー邸01
・湖北台支所 88-0828
.湖北支所 88-2111
.布佐支所関-2358
.叡育蟹員会 85-1151
.水道局 84-0111
・消防署 84-0119
.少年センター 84-19∞
・保檀センター 87ー竹31
.市 民 会館 84-33刊
・中央公民館 82-0515
.胞の糟物館 85-2212
・市民偉育館 87ー竹55

.市民図書館本館84-1110 湖北台

分館87-3ぬS布佐分館89-1311

・略働図富館87-ωHω
.IJs市改造事務所 85 竹71
.身体障害者福枇センター 88-0141
あらき園 88-4188

・つつじ荘 88-0123
.生活照明電課(浄化憎)87-2379 

{ゴミ)87一∞15(し尿)88-2547
布佐南近隣センター 89-3740

・天王台北近隣せンタ 82-9鈎8
・恨戸近隣センター 83-5383
.湖北台市民センター 88-9927
・布庄市民センター 89ー竹93

|親 子 ス キ ー 教 室 |

惨日時 2月9日〈土)-竹田(月〉

出発9日午後2関市役所玄関前

惨期日 2月22日〈金)-25日(月~1II所尾瀬片昂高原スキー編

出発22日午後9関市役所玄関前 砂定員先tl408

|華道連盟会員 II県立綿子高鞍僻門級生徒 | 君 ???1321?とZi
砂対象市内在住で58以上の生 惨募集科目自動車m(，満州 OA 陶芸展収益金14万臼49円の寄吋ガ

使のいる万かつ1Il道連盟主催、後 司医務料〈男女108) ありましだ。

録写の行事に多加できる方 修対象者高際卒業見込みまたは りパチンコフラミンゴ梅(つくし

砂申し込み ，問い合わゼ往復ハ 18線以上の者. 野〉からひまわり聞にとクリスマ

ガキlこ住所、氏名、満派、 li&5香 炉募集期限 T月31白〈木〉まで スのプレゼントとしておもちゃの

§を明記し、湖北台1-11一旬折 惨鼠厳臼 2月14日〈木〉

唐古(88)7切2へ 砂問い合わ世県立我孫子高寄皮

|我孫子フィル団員 術専門間例制竹

ォ一一刀Jしを19aI3a
匙乞三官二2222?|農家の皆横へ |

奇胞がありまし疋。

。ニッポウ練式会柱憎からあらさ

圏、みどり圏、ひまわり聞にサン

タ人民芸、ハットスノーマンdt900

@の重苦悩ガありましだ。

。菊l坦チヨ子儀〈宵山台〉から老

人福祉のだめにと20万同の寄1甘ガ

砂対象楽器経駿のある方 〈特に 平葉県では、 2月 1日に図画陸続 ありましだ。

翠楽器猷迎〉。年齢不問。コヰーア 酎調査を実施します。 。芝原E実行会憎から随害福祉のだ

ィションはありまぜ~。 この調査は、県内の農績の笑臨 めにと2万円の寄何ガありましだ。

砂問い合わ世 市村宮(84)4745、 を明らかにして、島署捜生産の妓開 。福祉のだめにと賓鮪登美子僚の

高閣官(84)547 や製量産基盤の整備などの基礎資料 こ週Ili<(筒山台〉 から20万円、申

| シルバー人絹センター| を閥得る抗疋め配に白酔年行mなわつて引い凶る抗も 央贈学鞠続欄開高闘宅幹学4岳剣附4

泊 f信寸 書叙R塗E受 m 者 | のです。 の寄1ヨガありましだ。

~日時 2月12日-3月19日ぎで 調査員ガ1月下旬から2月」二旬 。往会福1lt施設建備基金にと千葉

のE週火勉臼午後T時30分から3 にお伺いしますので、調査にご協 県明な我孫子市明るい往会づくり

時30分〈笠宮高料35∞円〉 刀下さるようお願いいだします。 I佳進協議会僚から産業まつり慢賊

砂樋所岡田屋文房具后 3陥 〈本 はお、調査内容については、統 屈での収益金3万5884同と歳末芝

町3-4-9)先着208 計作成以外には使用されまぜんの すけあい街頭努金6万3602同、千百

砂内容和服着{司一般 で、正確怠申告をお願いします。 佐南地哩街づくり協強会織から4

~III邸山口茂子氏 ま戸、調査員は調査員鉦を悦帯し 万5070旬、国際ソロブチミスト平

ル符@昆お符ちの8物一式 ておりぎすので、必要広混合は提 葉ユーカリ僚から20万問、我孫子

砂申し込み・問い合わせ往復ハ 示を求めてくださl，¥. 市鑓踊通組織から5万同、市指名

ガキに住所、氏名、年齢、電話醤 炉問い合わぜ文窃獄統訪係 電気業苦有志憶力ら12万円、我孫

説明記し、 2月2臼は闘に ⑩ G訟の舗)鍾) 子民鱈逮留三腰掛かS1万円、

中舘2607(往〉我孫子市シJレIi一人 モグ、::::;/'-./ ~竺ヨノて竺三ノ 仮怠次郎繊〈白山〉ガら病気全快内

炉凋所思至温泉スキー渇

砂対富良 一般及び大学宝以よ

砂費用大人〈申学生以と) 2万 材センター事務局n(88)22∞へ

327品川岬生3年以上) Iちば女性フォーラム'引受精|
惨定員先e40名

砂費用 2万5α泊円〈リフト代、 砂申し込み ・問い合わせ 往復ハ 惨日時 1月26日(主〉午前1C却曙ガ

昼食等を除く〉 ガキに r2月腕子スキー毅霊希望」ら午後3時初分〈先哲2庇除名〉

砂申しi且み・問い合わせハガキ 住所、氏名、電信番号、学年、生 砂掴所県文化会館〈千葉市〉

1こ住所、氏名、年齢、性別、言電話 年潤目、住別を、貸スキー希望の 惨内容鵠演…男と女の差を超え

醤号を明ほし、我孫子1印4按育室 場合は、身長、足のサイズを明記 て〈学習院大学数度篠沢秀夫氏〉

員会体育課n(85)1151へ し、白山2-5 -23吉田万我孫子砂申し込み・中央公民館、市民

|イ ンデ イ戸力大会|対一クラブ事務局EG2Wへ172L、255ロ芸22課宮〈邸〉

|中国気泊健康法勉強会|
惨白隠 2月38(日〉受旬開始・ l ・ --， 竹51へ

3F22体育館 :35よ22222230|放送大学生|

砂書目一般男 a 女4人制 〈登録 砂回目所恨戸近鱗センター〈組事所 飯送大学では、i:!Z成3年度第オ

は7名まで〉

砂華参加費 Tチーム引XXl円

砂申し込み・問い合わゼハガキ

に代表者の住所氏名、!s箆番号、

移加者全員の住所、氏名、 チーム

名を明記し、 2月25日〈月・曲活 〉

までに我孫子1884叡育蚤慣会体育

際倉(85)1151へ
1月泊目附 湖北地区 U 民国

午 (87-1502) 

1月初日附 後 天王白1(置鑓t?:ノター
1 〈剖 ω44)

1月31日附
時 朝木周年館
初 (87-1313) 

2月68附
分 申央公民館
ガ (84∞78) 

2月 88~自 ら 久奇(8家Aー通鈎り70会〉館

1新春ミニコンサート|
砂巴筒 1月27日〈白〉午後1時ガ

ら3筒〈入樋凧刺〉
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い
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一
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L
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れる人を求めています.

惨募集クラブ名ひかりつラブ宵

木古〈邸)9019、定けのこクラブ損

害昌世(87)α)37、だんI;J:I;J:クラブ渡

〈工〉、2月23日〈工)午後1時30分 東葛飾地方出頚所では、管内の 辺晋(89)1378(いずれも夜間〉

から4筒 小・中学伎の産両体崎助教員を

砂燭所市民会館第4.5会議室 募集しています。

惨内容中国史について 砂鴎彊踊師、鑓騒叡皆、筏師〈栄

~!II師佐伯育一氏 011何学園女 養士〉、主事〈事務〉

子大学事現侵〕 惨貿栂 包厳密の免書干状所有者

惨事書加費 1回5∞同 惨 申 し 込 み 問 い 合 わ 世 県 叡 育

惨申し込み・問い合わせあぴこ 庁東葛飾地方出翠所管理課干271

シルクロドサ ー ク ル 寺 島 組戸市IJI恨本7番地n0473(61)21 

n(82)12∞ 竹内線215へ

t周26目隠
定化財防火テー

昭和24年 1月26日は濠鐘寺

金堂ガ焼失した日です。

大切主主文化遺産をみんなで火

災から守りましょう。

。小宮守光線(布佳〉ガら老人福祉 祝金30方向、〈綜〉住友生命我孫子

センターにと電気マッザージ機、 受部僚から1万1α旧用、我孫子柱

ソフ戸の寄贈ガありましだ。 受ダンス岡沼会織からチャリティ

。丸持労働組合伯支包蟻からあら ダンスパーティの収益金22万6105

き固にとビデオムービーの寄贈ガ 円、〈妹〉小早府首居憎から開巴況い

ありました。 20万円の富吉岡がありましだ。

。八ッ手ゲJL-プ有佳胞区織から

市内の得祉施駁にとリボンフラワ

-1∞総の窃魁ガありました。

機
純
一
一
勾
畿
日
時

国冒置=-町田m

園
周
4
1
月
醐
醐
欄

116水
f 消費生活相麟=市民相続室10:∞-15:∞
~廟の槽拘館休館

111木
~年盆相麟=市民栂厳重10:∞-15:∞
~値康相駁=つつじ涯竹'∞-12 ∞

118金

119主
~酒曹相蹟=菊市民セン9-9:3仔-11:30

~少年の日

20⑮ 。f‘開園E日周E圃祖帽当由且闘・眠自E="岡d=VB市テ市z民体レ民風セホ惇ンン車開出タザ園場ーー"事咽1ピ0用ス:例田濃~孟判聞，∞耳砕11:却

211月
F 消費生活相殴=市民相唱書室10:∞-15∞
宮山Eごと相駁=男市民センヲ-9∞-15∞
F 市民国・留陣館eつつじ涯悼館f 鳳の樽拘酋体館

22火 e注目・栂II!=市民相自貴重9:∞ガら先箇108程虚

2~水 F消聞生活相臨=市民栂~霊10:∞-15・∞
『戸ルコール草原思霊=天王台何年館13・3任、16:∞

2~ 木

25金 e人橿・行政相麟=市民栂正貴重10αト15∞

26土 e市俊所閉庁(一郎の範訟は除<)

27@ e日帽当置医=テレホンサービス
e陣且m創凶日:!細血血盟輔副腕欄畠陣内Eω-11:却

28月
~I.!IEごと縄民ー布佐吏所9 ∞-15 ∞
町市民図薗館体a~つつじ荘樟館
f 鳳の槽拘盟休館 宮市民惇宵館体館

29火
Cl1.査蝿相殴=市民相続室9:∞刀ら5W108程程
eつつじ丑休館

~(Ol水 e消貫生活相民=市民相説室10:("(ト15∞

~11 木 F 市民図・曾体館
軍国民年童保険制嗣蹴隈=口座照回目

ガ確保されだ場合に限る〉 学期の学生を募集しています。

砂 会費用1(XXJ同〈希望者〉 砂出願締め切り 2周15日〈盆〉

炉問い合わせ 鎖負n(82)22ω 砂願・の悶求ハガキま疋は司描

|昧 噌 作 り 講 習 会 | で 干2ω干肺苔葉2 竹叡送穴
学本部宮似72(76)引竹へ

同程・期日〈釧無料~I 却児教室室児|
日 程|時間|制〈申L必 ih) I I ~- -- _. - -- I 

l 蹴学問の子ども達!こゆとりある

保育を行なう定め巳親と保育者ガ

協力して行怠っている毅室です。

惨募集人員 3-5歳児〈若干名〉

砂問い合わ世 帯濁北台幼児毅室

平田宮(88)0185*照時幼児叡室相

376 


